
平成30年度（2018年度）

予算大事業名 上記以外の歳出予算科目及び予算大事業名

事業の目的と概要

Ⅰ　事業の成果（実績）

Ⅱ　財務情報
◆行政コスト計算書 （単位：千円） 行政コスト計算書の主な増減理由（特徴的な事項）

地方税
分担金及び負担金
使用料及び手数料

府支出金（経常費用充当）
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 （a）
給与関係費
物件費
維持補修費
社会保障扶助費

◆キャッシュ・フロー収支差額集計表 （単位：千円）
特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額 行政サービス活動収入
賞与引当金繰入額 行政サービス活動支出
退職手当引当金繰入額
支払利息 投資活動収入
その他 投資活動支出
経常費用　小計 （b） 投資活動収支差額

経常収支差額 （a）-（b）=（c） 財務活動収入
固定資産売却益 財務活動支出
その他 財務活動収支差額
特別収入　小計 （d） 収支差額　合計
固定資産除売却損 一般財源充当額
その他 一般会計からの繰入金
特別支出　小計 （e） 一般会計への繰出金

特別収支差額 （d）-（e）=（f） 前年度からの繰越金
一般財源調整額 （g）
当期収支差額 （c）+（f）+（g） キャッシュ・フロー収支差額集計表の特徴的な事項
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

◆単位あたりのコスト分析（「経常費用 小計（b）」を「実績」で割って円単位で算出しています。）

円
円
円
円
円
円

平成28年度

平成30年度

471,000
平成30年度 1,940,000

平成29年度

指  標  名 年度 実績 単位あたりコスト 分  析  内  容  （ 前  年  度  と  の  増  減  理  由）

1事業当たりのコス
ト

平成28年度 204,000
平成30年度は、平成26年度、平成27年度及び平成29年度に借り入れた岸部中千里丘線の
用地取得に関する土地開発基金の借入利息です。

平成29年度

- - - -
- - - -

- - - -
決算額の
主な内容

（投資活動収入）
一般会計への土地売払い収入　558,656千円
（財務活動支出）
土地開発基金の借入金償還　558,656千円

- - - -

- - - -
- - - -

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

-
- - - - - - - -

- -
特

別

費

用

- - - - - - -
- - - - - -

457,880 
- - - - △257,825 109,704 △558,656 △668,360 

- △210,480 
特

別

収

入

- - - - 257,825 100,777 558,656 
- - - - - 210,480 

- △210,480 

204 471 1,940 1,469 257,825 △109,704 558,656 668,360 
- - - - - 210,480 

-
204 471 1,940 1,469 257,825 100,777 558,656 457,880 

1,940 1,469 
- - - - 行政サービス活動収支差額 - - -
- - - - 204 471 

B B-A
- - - - 204 471 1,940 1,469 

区分
平成28年度 平成29年度 平成30年度 差額

- - - - A

負担金・補助金・交付金等 - - - -
- - - -

- - -
- - - -

経
常
費
用

- - - -
- - - -
-

204 471 1,940 1,469 
204 471 1,940 1,469 

- - - -
- - - -

- - - -
- - - -

国庫支出金（経常費用充当） - - - -
- - - -

- - -
- - - -

B B-A

支払利息
岸部中千里丘線の事業完了に伴い、土地開発基
金の借入金を全額償還するにあたり、利子を支
払った結果、前年度支払利子額より増加した。

経
常
収
入

- - - -
-

成
果
の
説
明

・用地取得面積については、平成27年度末において、３事業の用地先行取得が完了しました。
・平成30年度は平成26年度、平成27年度及び平成29年度に岸部中千里丘線の事業用地取得のために借り入れた土地開発基金の償還を行いました。
  

勘定科目
平成28年度 平成29年度 平成30年度 差額 勘定科目 決  算  額  の  主  な  内  容

A

  　　　　　　　　　 千里山佐井寺線
用地取得率　     南吹田駅前線
　　　　　　　　　   岸部中千里丘線

％
100
100
100

100
100
100

100
100
100

各路線の事業用地面積に対する用地取得済面積の累計の割合

　　　　　　　　  　 千里山佐井寺線
用地取得面積    南吹田駅前線
　　　　　　　　　   岸部中千里丘線

㎡
0
0
0

0
0
0

0
0
0

各路線の事業用地取得面積

　【目的】　平成24年度に吹田市土地開発公社の解散に伴い、都市計画道路事業の用地先行取得における国庫補助金を充当するためには、その経理を
　　　　　明確にする必要があり、効率的に充当するために用地を一時的に所有しておく必要があることから、公共用地先行取得特別会計を設置し、当事
　　　　　業を立ち上げた。
　【概要】　・都市計画道路の道路事業用地を当事業で先行取得すること
　　　　 　　・先行取得した事業用地を、次年度以降、当事業で取得した土地を一般会計の各路線の事業により、国庫補助金を充当し再取得すること

指  標  名 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度 成　果　指　標　の　定　義

部局名 土木部 予算執行所属 地域整備推進室

公債費償還事業 （款）公債費（項）公債費（目）利子　公債費償還事業

（項） 1 公債費 （目） 1 元金

管理事業名 公共用地先行取得事業
総合計画の

体系
第6章
第2節

安全で魅力的なまちづくり
暮らしや都市活動を支える基盤づくり

主な歳出
予算科目

公共用地先行取得
特別会計

（款） 1 公債費

事業
事業
事業

1
1
1



◆貸借対照表 （単位：千円）

現金預金 流動負債
未収金 地方債
財政調整基金 短期借入金
短期貸付金 賞与引当金
徴収不能引当金 未払金
その他流動資産 リース債務

有形固定資産 その他流動負債
土地 固定負債
建物・工作物 地方債
リース資産 長期借入金
建設仮勘定 退職手当引当金

無形固定資産 リース債務
有形固定資産 その他固定負債

土地 負債の部合計
建物・工作物
建設仮勘定 純資産

重要物品
図書館資料
投資その他の資産

出資金
長期貸付金
基金
徴収不能引当金 純資産の部合計
その他債権

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

Ⅲ　財務構造分析 貸借対照表の主な増減理由（特徴的な事項）
▽人にかかるコストの内訳

月平均 月平均 実人数

人 人 日 人
千円 千円 千円 千円

千円

▽経常費用の構成割合

▽分析指標 （単位：％） ▽その他特記事項

A B
受益者負担比率
徴収不能引当率
一般財源充当比率

Ⅳ　総括
▽分析結果の説明

▽分析結果を踏まえた事業の課題

　平成30年度の支払利息1,940千円は、平成26年度、平成27年度及び平成29年度に借り入れた、岸部中千里丘線用地取得の元金558,656千円の償還時
の利子です。

借入金については、全て償還したため、現在のところ特に課題はありません。

- - - -

- - - -
- - - -

分析指標　　　　　　　       　　年度
平成28年度 平成29年度 平成30年度 差

B-A

0 

内、時間外勤務手当 0 

給与関係費等
合計(千円）

事業従事人数
年間従事延日数

勘定科目 増  減  理  由
常勤・再任用 非常勤 臨時雇用員 審議会委員等

事業用資産
土地

岸部中千里丘線の事業用地再取得が完了した。

558,656 - △558,656 558,656 - △558,656 
- - -
- - - - - -
- - -
- - -
- - -
- - -
- - -
- - -
- - - - - -
- - -
- - - 558,656 - △558,656 

- - -
イ

ン

フ

ラ

資

産

- - - - - -

- - - - - -
- - -

- -
- - - - - -

- -
558,656 - △558,656 - - -

固
定
資
産

事
業
用
資
産

558,656 - △558,656 -

- - - -

- - - - - -
- - - - - -

-
- △558,656 

- - - - - -
- - - 558,656 

△558,656 
- - - - -

B-A A B B-A

流
動
資
産

- - - 558,656 -

差額
勘定科目

平成29年度末 平成30年度末 差額
勘定科目

平成29年度末 平成30年度末
A B

地方債利

息及び手

数料

100.0%

143(公共用地先行取得特別会計・公共用地先行取得事業).xls


